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左から講師の中島、岩下、川﨑各先生と、司会の林田先生

協
会
は
３
月
22
日
に
西
宮
市
民
会
館
で
２
０
１

８
年
度
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
西
宮
会
場
）
を

開
催
。
岩
下
敬
正
先
生
（
西
宮
市
・
岩
下
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
）
、
川
﨑
史
寛
先
生
（
西
宮
市
・
川
崎

医
院
）
、
中
島
敏
雄
先
生
（
西
宮
市
・
中
島
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
が
講
師
、
林
田
英
隆
先
生
（
西
宮
市
・

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・
ス

タ
ッ
フ
ら
２
１
０
人
が
参
加
し
た
。

研
究
会
で
は
今
次
改
定
で
新
設
さ
れ
た
初
診
料

の
機
能
強
化
加
算
・
妊
婦
加
算
、
複
雑
さ
を
増
し

た
在
宅
医
療
点
数
や
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
抗
原
定
性
な
ど
汎
用
点
数
が
引
き
下
げ
と
な
っ

た
検
査
等
に
つ
い
て
、
保
団
連
発
行
の
『
点
数
表

改
定
の
ポ
イ
ン
ト
２
０
１
８
年
版
』
を
テ
キ
ス
ト

に
、
３
人
の
講
師
が
分
か
り
や
す
く
解
説
。
研
究

会
終
了
後
に
は
参
加
者
か
ら
多
数
の
質
問
も
寄
せ

ら
れ
た
。

ま
た
司
会
の
林
田
先
生
が
呼
び
か
け
た
「
診
療

報
酬
改
善
と
大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
要
請
書
」

に
は
72
筆
が
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
研
究
会
の
最
後

に
は
参
加
者
一
同
で
、
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
と
患
者
窓
口
負
担
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
決
議

を
採
択
し
た
。

改
定
に
関
す
る
情
報
は
協
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

特
設
ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
し
て
い
る
の
で
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
３
日
、
兵
庫
県
農
業

会
館
で
、
「
２
０
１
８
年
診
療
報
酬
改
定
の
動
向

―
無
床
診
療
所
の
医
師
が
押
さ
え
て
お
く
べ
き
ポ

イ
ン
ト
解
説
―
」
を
テ
ー
マ
に
診
療
報
酬
改
定
情

勢
勉
強
会
を
開
催
。
日
経
ヘ
ル
ス
ケ
ア
編
集
部
の

二
羽
は
る
な
氏
が
講
師
、
林
田
英
隆
先
生
（
西
宮

市
・
林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・

ス
タ
ッ
フ
ら
71
人
が
参
加
し
た
。

二
羽
氏
は
独
自
の
ス
ラ
イ
ド
資
料
に
基
づ
き
、

２
０
１
８
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
厚
労
省
が
目
指

そ
う
と
し
て
い
る
方
向
性
に
つ
い
て
、
特
に
無
床

診
療
所
の
医
師
に
関
連
が
あ
る
も
の
に
絞
っ
て
解

説
。
①
大
病
院
の
一
般
外
来
を
縮
小
す
る
と
と
も

に
、
厚
労
省
が
言
う
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
」
を

有
す
る
診
療
所
を
評
価
す
る
点
数
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
②
在
宅
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
在
宅
を
手

が
け
て
い
な
い
医
療
機
関
の
参
入
を
促
す
た
め
、

強
化
型
で
な
い
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の
評
価
を

拡
充
し
て
い
る
こ
と
、
③
投
薬
に
つ
い
て
は
さ
ら

な
る
後
発
医
薬
品
の
推
進
と
、
向
精
神
薬
の
「
適

正
化
」
を
い
っ
そ
う
進
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
厚
労
省
が
考
え
て
い
る
方
向

性
が
な
ん
と
な
く
見
え
た
の
が
よ
か
っ
た
」
、

「
ス
ラ
イ
ド
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
」
、

「
診
療
所
の
今
後
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
う
え

で
非
常
に
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。

講師の二羽氏（左）と、情勢報告する司会の林田先生（右）

前回改定を大きく上回る210人が参加し、会場は満席となった

世
話
人
会
だ
よ
り

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
４
月
27
日
（
金
）
に
西
宮

医
療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加
し

た
。

【
報
告
】

①
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
（
１
・
20
）

②
保
険
請
求
事
務
講
習
会
（
２
・
３
～
４
）

③
診
療
報
酬
改
定
情
勢
勉
強
会
（
３
・
３
）

④
第
９
回
被
災
地
物
産
‐
物
品
展
（
３
・
31
）

⑤
支
部
お
花
見
会
（
４
・
７
）
※
天
候
不
順
の
た
め
中
止

⑥
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
４
・
13
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
35
回
漢
方
研
究
会
（
５
・
26
）

②
病
診
連
携
勉
強
会
（
６
・
２
）

③
介
護
報
酬
改
定
情
勢
勉
強
会
（
６
・
９
）

④
院
内
感
染
対
策
研
修
会

B
B
P

コ
ー
ス
第
４
回

（
６
・
16
）

⑤
第
10
回
被
災
地
物
産
‐
物
品
展
（
７
・
７
）

⑥
第
38
回
支
部
総
会
記
念
市
民
公
開
講
演
会
（
７
・

28
）

【
予
定
・
企
画
（
日
時
未
確
定
）
】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

②
第
18
回
胸
部
Ｘ
‐
Ｐ
読
影
会

③M
e
d
i
c
a
l

E
n
g
l
i
s
h

＃
52

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
93
回
評
議
員
会
（
５
・
27
）

＊
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
4
金
曜
日
で
す
。

支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
企
画
案
な
ど
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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西
宮
・
芦
屋
支
部
は
１
月
20
日
に
西
宮
市
・
上
ヶ

原
病
院
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
を
開
催
。

「
頻
脈
性
不
整
脈
の
考
え
方
と
最
近
の
治
療
法
」

を
テ
ー
マ
に
、
上
ヶ
原
病
院
循
環
器
内
科
、
岡
山

市
民
病
院
教
育
・
学
術
顧
問
の
大
江
透
先
生
が
講

師
を
務
め
、
医
師
・
薬
剤
師
ら
24
人
が
参
加
し
た
。

司
会
を
務
め
た
伊
賀
幹
二
先
生
（
西
宮
市
・
伊
賀

内
科
・
循
環
器
科
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

講
演
場
所
で
あ
る
上
ヶ
原
病
院
の
玄
関
で
、

「
面
会
の
か
た
は
マ
ス
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
」
と

の
張
り
紙
が
あ
り
、
入
口
に
1
枚
２
０
０
円
の
マ

ス
ク
の
自
動
販
売
機
が
あ
り
ま
し
た
。
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
、
応
急
診
療
所
な
ど
で
も
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
研
究
会
と
し
て
、
不

整
脈
の
大
御
所

大
江
透
先
生
に
、
期
外
収
縮
の

診
断
、
心
房
細
動
の
治
療
の
歴
史
、
ブ
ル
ガ
ダ
症

候
群
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
、
私
が
司
会
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

道行く人も参加し、賑やかに行われた物産‐物品展

期
外
収
縮
に
つ
い
て
は
、
心
電
図
の
自
動
判
定

で
は
な
く
、
な
ぜ
期
外
収
縮
な
の
か
、
な
ぜ
心
房

性
、
心
室
性
か
と
い
う
話
で
し
た
。
心
機
能
に
問

題
が
な
い
心
室
性
期
外
収
縮
は
放
置
で
よ
い
と
い

う
話
を
、
期
外
収
縮
の
形
か
ら
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

心
エ
コ
ー
、
ホ
ル
タ
ー
の
あ
る
当
方
で
は
、
左
室

機
能
は
問
題
が
な
い
か
、
期
外
収
縮
の
連
発
は
な

い
か
な
ど
調
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
期
外
収
縮

が
右
室
流
出
路
を
起
源
し
て
い
た
かr

e
v
i
e
w

し
て

み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

心
房
細
動
に
対
す
るa

b
l
a
t
i
o
n

の
歴
史
に
つ
い

て
、
心
房
細
動
を
停
止
さ
せ
る
の
に
、
手
術
で
心

房
を
切
っ
て
い
た
時
代
か
ら
、
高
周
波
で
心
房
を

カ
テ
ー
テ
ル
で
電
気
的
に
切
っ
て
い
た
時
代
、
肺

静
脈
を
電
気
的
に
隔
離
す
る
よ
う
に
か
わ
っ
た
こ

と
、
と
く
に
日
本
人
が
発
明
し
た
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー

テ
ル
な
ど
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
先
生
の
得
意
の
ブ
ル
ガ
ダ
症
候
群
に

つ
い
て
、
診
断
基
準
を
明
確
に
し
、
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

対
象
が
、
内
科
以
外
の
方
と
一
般
医
と
で
あ
る

の
で
簡
単
す
ぎ
る
の
で
は
と
私
は
出
席
に
つ
い
て

迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
知
識
を
整
理
で
き

て
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
保
険
医

協
会
の
西
宮
市
の
メ
ン
バ
ー
は
、
憲
法
や
沖
縄
の

議
論
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
実
践
的
な
も
の
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

【
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科

伊
賀

幹
二
】

心房細動の解説をする大江先生

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
３
月
31
日
、
広
川
内
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
第
９
回
被
災
地
物
産
‐
物
品
展
を
開

催
。
地
域
住
民
や
支
部
役
員
な
ど
が
参
加
・
交
流

し
た
。

物
産
‐
物
品
展
は
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
支

援
と
地
域
交
流
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
て
お

り
、
わ
か
め
・
昆
布
な
ど
の
物
産
品
を
販
売
す
る

岩
手
県
宮
古
市
「
か
け
あ
し
の
会
」
、
手
縫
い
の

バ
ッ
グ
な
ど
を
販
売
す
る
岩
手
県
藤
沢
市
「
ち
く

福島の会津木綿を使った小物雑貨も販売された

ち
く
工
房
」
、
福
島
県
の
伝
統
工
芸
品
・
会
津
木

綿
を
使
っ
た
小
物
雑
貨
を
販
売
す
る
「
三
春
彩
花
」

な
ど
が
参
加
し
、
今
回
で
９
回
目
と
な
る
。

当
日
は
蒸
し
牡
蠣
、
つ
ぶ
貝
の
串
焼
き
の
実
演

販
売
も
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な
ど
も
参
加
し
て
会

場
は
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

次
回
は
７
月
７
日
開
催
予
定
（
会
場
を
ご

提
供
い
た
だ
け
る
医
療
機
関
を
募
集
し
て
い

ま
す
）
。

院内感染対策研修会 BBPコース第4回

日 時 ６月１６日(土) 午後３時～
講 師 アメリカ心臓協会インストラクター

登山 寿子 氏
会 場 あしだこども診療所

(阪急門戸厄神駅から北西へ徒歩2分）

介護報酬改定情勢勉強会

日 時 ６月９日(土) 午後３時～

講 師 深津居宅介護支援事業所 吉田 晃 氏

西宮市高齢者あんしん窓口 松下 裕之 氏

会 場 西宮市立勤労青少年ホーム

(JR西宮駅から南へ徒歩7分、阪神西宮駅から東へ徒歩7分）

病診連携勉強会

日 時 ６月２日(土) 午後３時～
講 師 西宮市・谷向病院院長

谷向 茂厚 先生
会 場 谷向病院 会議室

(阪急・阪神今津駅から南東へ徒歩5分）


